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研究成果の概要（和文）：本研究では、カテーテル・アブレーション治療を受ける心疾患患者のQOL向上を目指
した援助モデルの開発を行った。最初に、心疾患患者の身体的・心理的・社会的な特徴を明確にするため、外来
患者を対象とした半構造化面接調査を実施した。次に、カテーテル・アブレーションを受けた患者を対象に、健
康状況や日常生活、Quality of Life（生活の質：その人らしく充実感・満足感をもって社会生活を送ることが
できているか）に関する縦断的質問紙調査を行った。最終的に、カテーテル・アブレーション治療を受ける心疾
患患者のQOL向上を目指した援助モデルを考案した。

研究成果の概要（英文）：The present study aimed to develop of a nursing support model for 
improvement patient’s QOL with arrhythmia who undergo catheter ablation. First, Semi-structured 
interviews were conducted on patients with arrhythmia attending the department of cardiovascular 
medicine as outpatients. Second, a longitudinal postal survey of patient who undergo catheter 
ablation was conducted using questionnaires of health state and daily life, QOL. Finally, a nursing 
support model was developed to improve QOL in patients with arrhythmia who undergo catheter 
ablation.

研究分野： 医歯薬学

キーワード： カテーテル・アブレーション治療　Quality of Life　不整脈　援助モデル　循環器看護
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研究成果の学術的意義や社会的意義
カテーテル・アブレーションの適応疾患として心房細動が挙げられるが、わが国の患者数は2030年に100万人を
超えることが予想されている。心房細動では、動悸やめまいとともに曖昧な自覚症状を感じる患者がおり、医療
者側の対応は難しい。本研究は、実際にカテーテル・アブレーションを受けた患者を対象に、QOLの変化やそれ
に関連する要因を明らかにした画期的なものである。患者がどのような日常生活を送り、医療者からどのような
サポートを求めているのかについて明らかにすることで、質の高い生活を営んでいくための具体的な看護援助を
検討することができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
カテーテル・アブレーションとは、主に頻脈性の不整脈をもつ心疾患患者に適した治療であり、

アブレーション用カテーテルで不整脈の発生箇所を焼灼する観血的治療法である。本邦におい
て、2011 年度のカテーテル・アブレーション施行件数は 33,406 件であったが、2015 年度には
56,747 件と約 1.7 倍に増加している 1)。急速な技術的進歩により、殆どの不整脈が治療対象と
なったことから、カテーテル・アブレーション治療を受ける患者の数は今後も増加すると予測さ
れる。カテーテル・アブレーション治療の特徴としては、（1）通常のカテーテル治療に比べ、治
療時間が長時間にわたること、（2）薬剤負荷やペーシング刺激による苦痛、焼灼中の疼痛など患
者の苦痛が大きいことが挙げられる。しかし、先行研究では、カテーテル・アブレーション治療
を受けた患者の体験や、カテーテル・アブレーション治療に特化した患者の医療ニーズについて
は明らかとなっていない。 
カテーテル・アブレーションの成功率は 80～90％と高く、合併症や再発率も低い。術後の再

発率は、2001～2013 年に心房細動でカテーテル・アブレーション治療を受けた患者 661 例中、
再発者が 129 名、再発しなかった者が 532 名であった 2)。およそ 8 割の患者に再発は起きてい
ないものの、カテーテル・アブレーション治療が終了すれば終わりということでなく、質の高い
生活を送るために、心疾患患者は退院後の生活習慣の改善も重要な課題である。しかしながら、
予期せぬ発作を繰り返す不整脈を有する心疾患患者は日常生活における不安状態が高いと言わ
れている 3)。さらに、発作性上室性頻拍患者 59 名を対象にアンケート調査を実施した結果、う
つ傾向を示した患者は 52.5％と半数近くを占めていた 4)。カテーテル・アブレーション治療を受
けた心疾患患者の QOL に関する研究は、国内外で 4 件 4) 5) 6) 7)と、いまだ少ないのが現状であ
る。さらに、これまでの研究において、長期間にわたって患者自身の生活状況の変化やカテーテ
ル・アブレーションに対する評価、QOL を捉え報告されているものはない。 
以上のことから、本研究においては、カテーテル・アブレーションを受ける心疾患患者を対象

に、カテーテル・アブレーションの前後における患者の QOL 及びそれに関連する要因を明らか
にすることで、カテーテル・アブレーション治療を受ける心疾患患者の QOL 向上を目指した援
助モデルの開発を行うこととした。 
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２．研究の目的 
本研究の目的は、カテーテル・アブレーションを受ける心疾患患者を対象に、カテーテル・ア

ブレーションの前後における患者の QOL 及びそれに関連する要因を明らかにすることで、カテ
ーテル・アブレーション治療を受ける心疾患患者の QOL 向上を目指した援助モデルの開発を行
うことである。 

3 年間の研究期間のうち、第 1 にカテーテル・アブレーション治療を受ける患者を対象とした
面接調査を実施し、身体的・心理的・社会的な側面に関するインタビューを通してその実態を把
握した。次に、カテーテル・アブレーション治療を受ける患者と継続的に関わり、その健康や生
活の状況を捉え、患者の QOL について質問紙調査を通して明らかにした。最終的に、カテーテ
ル・アブレーション治療を受ける心疾患患者の QOL 向上を目指した援助モデルを検討した。 
 
３．研究の方法 
本研究では、第 1 に、カテーテル・アブレーション治療を受ける患者の体験を明らかにするた

め、外来患者を対象とした半構造化面接調査を実施した。インタビューを実施することによって、



患者のカテーテル・アブレーション治療に対する思いや医療者からのサポートのあり方につい
て検討した。第 2に、カテーテル・アブレーション治療を受ける患者を縦断的に追跡調査し、質
問紙調査を通してカテーテル・アブレーション前後の患者の健康状況や日常生活の変化、QOL の
変化を明らかにした。第 3には、面接調査及び質問紙調査の結果を統合し、カテーテル・アブレ
ーション前後における患者の QOL 及びそれに関連する要因を明らかにすることで、カテーテル・
アブレーション治療を受ける心疾患患者の QOL 向上を目指した援助モデルを考案した。 
（1）面接調査 
カテーテル・アブレーション治療を受けた外来患者を対象として、インタビューガイドに基づ

き、自らの病いに対する思いやカテーテル・アブレーション治療を受けた患者の体験について半
構造化面接を実施した。面接データは、対象者の同意を得て IC レコーダーに記録し、収集した
データは逐語録としてナラティヴ分析を行った。一つひとつの事例にみられる個別の主観的世
界に注視し、テキストの流れや形式、また文脈を通したシークエンスを重視した分析につとめた。 
（2）質問紙調査 
カテーテル・アブレーション治療を受ける患者を対象に、治療前と治療 1か月後の合計 2 回

の縦断的質問紙調査を実施した。質問項目は、対象者の健康状態、生活状況、QOL で構成した。
質問紙は郵送にて配布・回収を行い、得られたデータは、統計ソフト SPSS にて解析を行い、カ
テーテル・アブレーション治療前後における患者の QOL 及びそれに関連する要因を明らかにし
た（有意水準 5％）。 
（3）援助モデルの開発 
面接調査及び質問紙調査の成果から、カテーテル・アブレーション治療を受ける心疾患患者の

QOL 向上を目指した援助モデルを考案した。考案したモデルは、臨床適用できるよう妥当性と実
行可能性について検討し、内容分析と要素抽出を行った。 
 
４．研究成果 
カテーテル・アブレーションに関する既存研究においては、カテーテル・アブレーション治療

の解説や症例報告、合併症予防のための看護のポイントについて論じられているものが多く、カ
テーテル・アブレーションを受ける患者が、自分の置かれている状況をどのように受け止めてい
るか、どのような日常生活を送っているか、カテーテル・アブレーション後に QOL は改善するの
かなどは分かっていない。また、そのような患者への効果的な看護介入について検討している研
究はほとんどみられない。 
我が国において、カテーテル・アブレーションでの入院日数は平均 3～5日と大変短く、患者

が治療を受けた体験や、自らの病いに対する思いを振り返る機会は少ない現状にある。本研究で
は、実際にカテーテル・アブレーションを受けた患者を対象に、その体験を明らかにし、QOL の
変化やそれに関連する要因を検討した。 
面接調査では、カテーテル・アブレーション治療を受けた外来通院患者 10 名を対象に半構造

化面接を実施し、Riessman のナラティヴ研究法に基づいて分析を行った。心疾患患者の語りか
らは、3つの共通性＜特有な身体感覚と共存しながら自分なりの対処法を見出す＞、＜リスクと
希望を天秤にかけながら治療を決断する＞、＜治療により活動的な日常を取り戻す＞が見出さ
れた。また、質問紙調査では、不整脈にてカテーテル・アブレーション治療を受ける成人患者 76
名にアンケートを配布し、カテーテル・アブレーション治療前後の 2回ともアンケートの提出が
あった 35名を対象とした。その結果、カテーテル・アブレーション治療前後で QOL 得点に変化
があり、患者の QOL が改善されることが分かった。 
面接調査及び質問紙調査の結果を統合した援助モデルは、【カテーテル・アブレーション前の

自覚症状が出ている段階】、【カテーテル・アブレーションを受けることを決断する段階】、【カテ
ーテル・アブレーション後の回復の段階】における看護支援について示された。【カテーテル・
アブレーション前の自覚症状が出ている段階】における援助では、看護師が、患者が訴えた主観
的な症状に関して確実に患者の身体の中で存在していることを共感しながら関わっていくこと
の重要性が見出された。また、患者の主観的な身体感覚を重視した心理的サポートや、適切なセ
ルフマネジメントを促すための教育が効果的であると考えられた。【カテーテル・アブレーショ
ンを受けることを決断する段階】における援助では、看護師だけではなく、多職種が患者のナラ
ティヴを共有することが患者の意向や感情の把握に有用であることが分かった。また、その中で
も看護師が心房細動患者の病気や治療に対する受け止め方などについて十分に傾聴し、適切な
情報提供を行うことが患者の不安を軽減し、ひいては QOL の向上や病気の適応に結び付くので
はないかと考えられた。【カテーテル・アブレーション後の回復の段階】における援助では、今
回の調査結果から、カテーテル・アブレーション治療を受けた患者一人一人の感じ方や意味づけ、
生活への影響は異なっていたため、看護師は、患者の主観的な世界を理解することに努め、対象
者の体験の多様性や深遠さを捉えた全体像を理解していくことが必要であると考えられた。 
カテーテル・アブレーションの適応疾患としては心房細動が挙げられるが、わが国で心房細動

を有する患者の数は 2010 年に約 80 万人であり、今後高齢化が進むと 2030 年には 100 万人を超
すことが予想されている。心房細動患者は、動悸やめまいなどの自覚症状を訴えることが多いが、
発作と関連しない曖昧な自覚症状を感じる患者もおり、医療者側の対応は難しい。本研究におい
ては、そのような患者がカテーテル・アブレーションという治療を受ける前後で、どのように病
いとともに日常生活を送り、医療者からどのようなサポートを求めているのか明らかにするこ



とで、患者がその人らしい質の高い生活を営んでいくための具体的な看護援助を検討すること
ができたと考える。援助モデルの開発を通して、看護師はカテーテル・アブレーション治療を受
ける患者の主観的身体感覚を重視したサポートの実施や、適切な情報提供、患者の全体像の理解
をすることが重要であると分かった。この援助モデルに関しては、今後も医療者とともに専門的
な検討を行いながらモデルの修正・構造化を行い、臨床適用を目指していくことが課題である。 
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